
地域市民センター東西南北

　
小
原
自
治
振
興
会
で
は
、健
康
づ
く
り
の
た
め
の
体

操
教
室
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
体
操
教
室
は
、元
々
あ
っ
た
公
民
館
事
業
を
継

承
し
て
い
て
、「
フ
レ
ッ
シ
ュ
小
原
」と
い
う
名
称
も
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、地
域
の
方
が
毎
月
第

１・
３
木
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
、柞
原
会
館
に
集
ま

っ
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ー
ル
や
棒
、タ
オ
ル
、ダ
ン
ベ
ル
、ひ
も
等
の
道
具

を
使
い
な
が
ら
、「
ワ
イ
ワ
イ　
が
や
が
や　
楽
し
く

健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
」を
合
言
葉
に
、約
１
時
間
30

分
し
っ
か
り
体
を
動
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
、講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、気
持
ち

の
良
い
汗
を
か
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、鮎
河
小
学
校
で
祖
父
母
交
流
事
業
の
一
環

と
し
て
、防
災
ベ
ン
チ
が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ベ
ン
チ
は
、通
常
は
グ
ラ
ン
ド
の
ベ
ン
チ
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
が
、小
学
校
が
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、災
害
時
に
は
座
面
を
外
す
と
、建
築
ブ
ロ
ッ

ク
の
土
台
が
か
ま
ど
と
し
て
利
用
で
き
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
作
業
は
、児
童
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
協

力
し
て
行
い
、最
後
に「
や
さ
し
い
心
で
た
す
け
あ
い
」な

ど
、災
害
時
の
行
動
で
み
ん
な
が
助
け
合
う
た
め
に
大
切

な
言
葉
を
考
え
て
座
面
に
書
き
入
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、み
ん
な
で
協
力
し
て
出
来
上
が
っ
た
防
災
ベ
ン
チ
を
見
て
、家

族・地
域
の
絆
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　
岩
室
区
に
あ
る
農
村
公
園「
ど
ん
ど
公
園
」に
あ

じ
さ
い
が
約
５
千
本
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
管
理
は
、地
元
岩
室
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
さ
れ
て
お
り
、台
風
４
号
が
去
っ
た
翌
日
の

６
月
20
日
に
草
刈
り
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
地
元
の
方
の
努
力
に
よ
り
、毎
年

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
色
と
り
ど
り
の
花
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、今
年
も
あ
じ
さ
い
の
里
に
き

れ
い
な
花
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。

　
６
月
24
日
、み
な
く
ち
自
治
振
興
会
に
よ
る「
古
城
山
ウ
ォ
ー
ク
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、古
城
山
に
登
っ
て
、自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
大
切

な
地
域
資
源
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活
用
に
つ
い
て

考
え
よ
う
と
、昨
年
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
参
加
者
は
見
晴
ら
し
の
良
く
な
っ
た
山
頂
で
、「
あ
じ

さ
い
の
花
が
き
れ
い
だ
ね
。」や「
ト
イ
レ
が
使
え
た
ら
健

康
の
た
め
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
の
に
。」、「
み
ん
な

鎌
を
持
っ
て
登
り
、草
を
刈
っ
た
ら
ど
う
か
。」な
ど
、地

域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
古
城
山
へ
の
、熱
い
思
い
を
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、環
境
整
備
を
目
的
に
２
か
月
に
１
回
開
催
さ

れ
ま
す
。
四
季
折
々
に
美
し
い
古
城
山
に
、皆
さ
ん
も
一

度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
小
原
」活
動
中
で
す小

原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
で
作
っ
た
よ「
防
災
ベ
ン
チ
」鮎河

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
の
里

佐
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

古し
ろ
や
ま

城
山
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催

水
口
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
市
で
は
今
秋
、国
内
外
か
ら
多

く
の
観
光
客
に
甲
賀
市
を
訪
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に「
甲
賀

市
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
」を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
催
し
で
は
、旅
行
事
業
者
及
び

旅
行
関
連
メ
デ
ィ
ア
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
き
、「
甲

賀
流
忍
者
」「
信
楽（
紫
香
楽
）」「
東
海
道
の
宿
場
」

を
は
じ
め
と
す
る
観
光
資
源・
観

光
関
連
商
品
や
、「
工
場
見
学（
も

の
づ
く
り
）」「
自
然
体
験（
農
村

交
流
）」な
ど
甲
賀
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

甲
賀
市
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ

国
内
外
か
ら
の
誘
客
を
め
ざ
し
て

▪
開
催
日
：
11
月
９
日（
金
）～
10
日（
土
）

▪
場　
所
：�

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
滋
賀（
土
山
町
黒

川
）ア
リ
ー
ナ
他　
　

▪
対　
象
：�

旅
行
事
業
者
、メ
デ
ィ
ア
関
係
者

　
　
　
　
　
及
び
一
般

　
　
※�

入
場
は
無
料
で
、ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

　
　
※�

内
容
等
、詳
細
は
今
後
発
行
の
本
紙
に
掲
載

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
観
光
戦
略
推
進
室　
観
光
戦
略
推
進
係

　
☎
６
５
‐
０
７
０
８　
Fax
６
３
‐
４
０
８
７

子どもたちを
地域で守る強い味方
　子どもたちの非行防止のために地域で活躍されている補導（委）員
の皆さんの取り組みや、少年センターの役割について紹介します。

子どもたちを守る様々な取り組み
　市内では、子どもたちの非行防止のために、市が設置す
る少年センターをはじめ、警察などの関係機関が連携を
とり、様々な取り組みが行われています。
　活動の拠点となる少年センターでは、大きく三つの業
務が行われています。
　一つは、相談活動。子どもたちや保護者などから来所
や電話、メールなどで寄せられる様々な内容の相談に応
じます。二つ目は、大型量販店内や駅の周辺などを定期
的に巡回する街頭補導活動。また三つ目は、有害図書等
取扱店への立入調査などを行う有害環境浄化活動です。
　これらの活動には、子どもたちの非行防止を地域社会
全体で取り組むため、地域のボランティアの皆さんが補
導（委）員として参加されています。

地域で活躍する補導（委）員の皆さん
　補導（委）員は、市教育委員会から補導委員として、警察
から補導員として委嘱されており、現在市内で79名が活
躍されています。
　街頭補導活動や、祭りなどイベントでの巡回パトロー
ルのほか、市内の学校、保育園などで防犯教室を実施し、
啓発活動を行っています。
　「『近所のおっちゃん、おばちゃん』として子どもたちに
声をかけ、犯罪や非行を未然に防ぐのが私たちの役目」と
長年活動に携わっている補導（委）員さんは語り、子ども
たちとのふれあいを楽しみながら活動されています。

交流の場に「地域ふれあい事業」
　甲賀警察署少年補導員会に
よる「地域ふれあい事業」が今
年度から、各地域の中学校で
開かれています。
　補導（委）員の皆さんと生徒
が、啓発用のしおりやパネル
などを協力して作成し、気持
ちのこもったこれらの作品
は、今後の活動に役立てられ
ます。

甲賀市少年センター
　【電話相談】　　 ☎ 62-6010
　【メール相談】　Eメール  k-syonen@city.koka.lg.jp

困ったときは一人で悩まないで

今秋
開催

押し花入りのしおり作り▶
　（水口東中学校）　

◀
薬
物
乱
用
防
止
教
室
用
パ
ネ
ル

　
が
完
成（
甲
南
中
学
校
ア
ー
ト
部
）

見回り活動で子どもたちと交流▼
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